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（論文審査の結果の要旨）	 
	 
	 多能性の獲得あるいは維持機構は主にマウスのES細胞を用いて行われてきた。そ
の結果として、山中伸弥氏による山中4因子が同定され、それら4因子を導入するこ
とで分化した細胞から多能性幹細胞が作られた(iPS細胞と命名される)。しかし、そ
れら山中4因子を鳥類や他の動物に導入してもiPS細胞が簡単にできないことから、
山中4因子は哺乳類に特化した多能性因子であることが推測された。本研究は、そう
いった背景をもとに、羊膜類全般に共通の、あるいは羊膜類で多様化した多能性の
分子機構を探索する目的で研究が行われている。それらの研究から、シグナル系に
ついては普遍性が見出されたものの、それらのシグナルにもとづいて実行される多
能性を付加する遺伝子プログラムに多様化があることを示唆した。特に、山中4因子
の一つとして広く知られているOct3/4(Pou5f1)遺伝子が、鳥類のゲノムには存在し
ないこと示す決定的な証拠を得た意義は大きい。すなわち、Nanogをコアとする羊膜
類に共通の多能性制御機構に、哺乳動物ではOct3/4(Pou5f1)遺伝子を使うことで胎
盤の細胞系譜を作って胎盤を進化させたという新たなシナリオが作られ、哺乳動物
の進化に新たな視点を与えた意義は大きい。	 
	 
	 よって、本論文は博士（理学）の学位論文として価値あるものと認める。また、	 
平成２７年１月１４日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結
果、合格と認めた。	 
	 
	 なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公
表に際しては、（平成２８年３月２３日までの間）当該論文の全文に代えてその内
容を要約したものとすることを認める。	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
要旨公表可能日：平成２７年６月２３日以降	 
	 
